
1 か月間・100床当たりのインシデント・アクシデ

ント報告件数

指標の意義・目的 

医療者が記載するインシデント・レポートは、その事例を検証し、医療事故、医療過誤の発生、再発を未然に防

止することが主な目的です。報告の件数が多いことは、組織的な安全文化の醸成が進み、より安全への配慮がな

されていることを表しています。より高値が望ましい指標です。 
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算出定義 

分子：調査期間中に医療安全管理部門へ報告されたインシデント・アクシデント報告の合計数 

分母：許可病床数 

参考 

1. 国立大学附属病院における医療上の事故等の公表に関する指針（改訂版）平成 24年 6月 

2. 厚生労働省 平成 29年度医療の質の評価・公表等推進事業 共通指標セット
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000166331.html 2021.05.18) 
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